
 

 

 

 

 

 

第 3回関東･甲信越静地区        

SGH課題研究成果発表会 参加報告 
12 月 23 日(日)、第 3回関東甲信越静地区 スーパー グローバル ハイスクール

課題研究発表会が、立教大学池袋キャンパスにて開催されました。本校から、

プレゼンテーション・ポスターセッション合わせて 7 チーム(25 名)の生徒た

ちが参加して、日頃の研究成果を元気に発表しました。ステージプレゼンテー

ション部門では、佐野高校 SGH クラブ海外研究班(台湾班)のプレゼンテーション

が見事、金賞(最優秀賞)を受賞しました。  
☆金賞(最優秀賞)受賞の<SGH クラブ台湾班>の出場者の発表と表彰式の様子です！                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
<SGH クラブ台湾班の金賞受賞の感想> 

ハイレベルな発表や研究が多く、緊張する場面もあったが、長期間にわたる研究を積み重ねてきた経

験が、最優秀賞受賞に繋がったのだと感じている。ステージプレゼンテーション、ポスター発表とも

に２年間の集大成にふさわしい舞台となった。このメンバーだから勝ち取ることができた賞。さらに、

今後の展望について考え、よりこの研究を発展させていきたい。今回は達成感と充実感と嬉しい気持

ちでいっぱいです。ありがとう台湾班！ 

 

<SGH クラブ国内研究班> 

関東甲信越静地区の SGH 各校生徒の課題研究のレベルの高さや独創的 

 

なアイディアには驚きを隠せなかった。実際にアクションをおこしてい 

 

たり会社の設立案にまで考えていたり、自分たちの研究よりも、はるか 

 

に先をいっていた。とても良い勉強になった。 

        佐高 ＳＧＨ通信 2018 
スーパー グローバル ハイスクール 

Ｎｏ．3４（平成 3１年１月 18 日発行） 



＜民話班＞ 

今回、はじめて経験することだったのでとても緊張しましたが、他校の生徒の方 

や、大学生の方とディカッションをするうちに緊張もほぐれ、よいプレゼンテー 

ションをすることができました。また、彼らと意見交換をする中、新しい発見も 

沢山あり、私たちにとって、とても貴重な体験となりました。 

<スリランカ班> 

              他校の英語力の高さに圧倒された。ハイレベルな高校のプレゼンテーションや、ポス 

              ター発表から様々な視点からの意見を学ぶことができた。また、初対面の方々に発表 

              することで自分たちには思いつかないようなアイディアを知ることができてとても 

              有意義な時間を持つことができた。この経験を今後に活かしていきたい。 

<駆除外来種班> 

校内発表とは違い、多くの SGH 他校生や大学関係者の方々と交流することが 

ができた。まだまだ詰めが甘かったりなど、自分たちの未熟さも数多く感じら 

られたので、今回の経験を生かして、より良い研究発表をしていきたいと思う。 

 

<カンボジア班> 

               このような発表会に参加することができ、本当に良い経験になった。レベルの高い 

ター             ポスターやプレゼンテーションを見て、大きな刺激を受けた。面白いアイディアや 

が              提言が沢山あっただけでなく、英語で質疑応答するなど、多くの貴重な体験をする 

               ことができた。この学びを忘れないようにしたい。 

                

<米ライフ班> 

今回の発表を通して私たちの研究の未熟さを知ると同時に、金賞を受賞した、 

台湾班の研究発表の素晴らしさを実感できた。今回の発表会で我々の SGH の 

研究も、大きな区切りを迎えたので、これから大学受験に向けて気持ちを切り 

変えるに当たり、この大会を SGH 研究における有終の美としたいと思う。 



 


